
沖飯詰小学校 1年生 
写真左より前列 高橋ー磨くん、秋田利徳くん、高

橋裕子さん、奈良岡諒一くん 中列 吉岡裕高くん、 

小野剛稔くん、石谷奈津美さん、舘山かおりさん、山

本江利華さん 後列 藤森良太くん、藤森大輔くん、 

笠井美賀子さん、吉岡寛子さん、伊藤聡相くん 

（吉岡拓哉くん、外崎祐太くんは風邪でお休みでした。） 

沖飯詰小学校では、校舎の中のーつの教室が、 

そのまま郷土室となって、昔の農機具や、水車、 

エンツコなどが展示されています。子供達の作

った「虫」もありました。校内研究会の課題は

図工です。 

地域の中の伝統を大事にする心が、今「さな

ぶり」の躍動となつて花、開きました。 

（関連記事は、 2 へ」3頁） 
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世帯数 16,587 

(1月31日現在 住民基本台帳） 
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沖飯詰小学校 1年生
写真左より前列 高橋一磨くん、秋田利徳くん、高

橋裕子さん、奈良岡諒一くん 中列吉岡裕高くん、

小野剛稔くん、石谷奈津美さん、舘山かおりさん、山

本江利華さん 後列 藤森良太くん、藤森大輔くん、

笠井美賀子さん、吉岡寛子さん、伊藤聡相くん

(吉岡拓哉くん、ヲ卜崎箔太くんは風邪でお休みでした。)

沖飯詰小学校では、校舎の中の一つの教室が、

そのまま郷土室となって、昔の農機具や、水車、

工ンツコなどが展示されています。子供達の作

った r虫 J もありました。校内研究会の課題は

図工です。

地域の中の伝統を大事にする心が、きき rさな

ぷ り J の躍動となって花、聞きました。

(関連記事は、 2-3頁 )

2.1f事No.777 
人口と世帯

前月比

男 23，634 (-3) 

女 26 ， 294 (ー 1) 
H 49，928 (-4) 
世帯数 16，587 (-4) 
( 1月31日現在住民基本台帳)
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毎
日
可
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
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と
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立
ち
ま
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幾世森ヒユーマンパークに建設中の、ふ

るさと交流圏民センター（来年の夏完成予

定）の、大ホール（コンサートホール、1, 1 09 

席）と、ふるさと交流ホール（多目的小ホ 

ール、408席）のシンボルとなる、鍛張の原

画がきまりました。 
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平成 5年 2 月15日 

大
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ル
 

大
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
市
内

梅
田
出
身
、
伊
藤
正
規
画
伯
（
東

京
都
在
住
、
日
展
会
員
、
光
風
会

評
議
員
、日
本
芸
術
家
連
盟
会
員
）
 

の
、
日
本
一
姿
の
美
し
い
津
軽
富

士
岩
木
山
と
、
津
軽
平
野
を
ゆ
っ

た
り
と
流
れ
る
岩
木
川
、
色
彩
豊

か
な
花
菖
蒲
な
ど
、
津
軽
の
風
土

を
講
い
あ
げ
た
原
画
と
な
り
ま
し

た
。
 

小
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
特
に

子
供
達
と
の
ふ
れ
あ
い
が
多
い
ホ
 

ー
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
案
を

西
北
五
管
内
の
、
小

・
中
学校
か

ら
公
募
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、
 

審
査
の
結
果
、
五
所
川
原
市
立
沖

飯
詰
小
学
校
一
年
生
一
同
（
十
六

人
）
に
よ
る
、
版
画
（
お
ら
だ
ち

の
虫
お
く
り
、「さ
な
ぶ
り
」
）
が最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
級
張
と
し
て

製
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

審
査
に

寄
せ

て
 

最
優
秀
作
品
は
、
応
募
数
十
六

校
、
作
品
一
八
八
点
の
中
よ
り
、
 

次
の
級
帳
原
画
選
定
委
員
会
に
よ

り
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
藤
田
明
夫

氏
（
向
陽
小
学
校
）
、平
田
隆
一
氏
 

（
大戸
瀬
中
学
校
）
、山
谷
芳
弘
氏
 

（
林小
学
校
）
、桜
庭
利
弘
氏
（
南

小
学
校
）
、上
田
佳
宣
氏

（
市教
育

委
員
会
）
、西
村
明
男
氏
（
佐
藤
総

合
計
画
）
。
 

最
優
秀
賞
の
他
に
、
優
秀
賞
と

し
て
審
査
さ
れ
た
二
点
は
、
特
別

記
念
原
画
と
し
て
今
後
、
会
館
ロ

ビ
ー
に
展
示
、
残
し
て
い
く
も
の

で
す
。
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伊藤正規画伯 「津軽の風土」 

沖飯詰小学校1年一同 「さ なぶり」 
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や
が
て
く
る
、
ふ
る
さ
と
の
一
一

十
一
世
紀
が
、
人
々
の
協
調
に
よ

っ
て
築
き
あ
げ
ら
れ
、
健
康
で
明

る
い
輝
き
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
、
子
供
ら
し
い
表
現
力
で
ま

と
め
あ
げ
た
立
派
な
作
品
で
す
。
 

西
北
五
地
方
の
版
画
教
育
は
、
 

日
本
全
国
で
も
、
最
高
水
準
に
あ

る
と
の
、
高
い
評
価
を
受
け
て
き

た
伝
統
が
あ
る
訳
で
す
が
、
そ
の
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で
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ぶ
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、
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員
全
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全
体
を
青
色
を
基
調
と
し
、
そ

の
中
に
燃
え
る
太
陽
、
ま
ち
に
は

熱
を
利
用
し
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
が

走
り
、
山
に
は
木
、
公
園
に
は
噴

水
、
空
に
は
気
球
、
住
宅
環
境
も

公
害
の
な
い
明
る
く
健
康
的
な
未

来
都
市
。
夢
が
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直
に
表
現
さ
れ

て
い
る
と
、
高
い
評
価
を
受
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ま

し
た
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吉
岡
裕
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（沖
飯
詰
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）
、鳴
海
志

乃
（
飯
詰
小
）
 

o

ニ
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四
組
一
同
（
栄
小
）
、成

田
健
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（
同
）
、下
山
真
澄
他
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裕
高
(
沖
飯
詰
小
)
、
鳴
海
志

乃
(
飯
詰
小
)

O
二

年

四

組

一
同
(
栄
小
)、
成

田
健
志
(
同
)
、
下
山
真
澄
他
八
名

(
同
)
、
小
野
公
嗣
(
沖
飯
詰
小
)
、

藤
森
史
久
(
同
)

O
三
年

工
藤
真
裕
、
石
田
勝
則
、

外
崎
裕
太
(
栄
小
)
、
A
7
紀
子
、
斉

藤
志
乃
、
佐
藤
理
恵
(
同
)
、
野
呂

悠
美
子
、
渡
辺
美
加
、
外
崎
直
美

(
藻
川
小
)
、

一
戸
千
由
希
、
渡
辺

美
春
、

二
戸
郁
恵
(
同
)

O
四
年
川
浪
鮎
美

(
中
央
小
)
、

高
谷
美
智
子
、
小
田
川
真
子
(同)、

神
宗
学
(
同
)
、
鶴
谷
真
知
子
(
五

小
)
、
四
年
一
同
(
飯
詰
小
)
、

。
五
年
福
士
裕
朗
、
葛
西
隆
次
、

外
崎
孝
明

(
五
小
)、
白
取
三
央
子

(
毘
沙
門
小
)、
北
川
明
香

(
同
)、

北
川
恵
久
美
(
同
)

O
六
年
斉
藤
優

(
中
央
小
)、
乗

田
貴
一
(
藻
川
小
)
、
和
田
裕
治
、

外
崎
源
人
(
五
小
)
、
白
戸
旬
(
羽

野
木
沢
小
)
、
賀
谷
友
美
(
飯
詰
小
)
、

北
川
千
鶴
(
毘
沙
門
小
)

〈
中
学
校
〉

o
一
年
其
田
香
保
里
(
五
三
中
)、

木
津
谷
麻
由
美
(
同
)
、
藤
田
洋
子

(同
)
、
柳
原
富
美
子

(
五
二
中)、

其
田
し
の
ぶ
、
高
橋
京
子
(
五
四

中
)
。
二
年
平
山
恵
久
美
(
五
三
中
)、

笹
森
麗
圭
(
同
)
、
鹿
内
恵
、
平
山

タ
葵
(
同
)
、
鳴
海
潤
一
(
同
)
、
原

一
房
江
(
五
一
中
)

O
三
年
成
田
宣
子

(
五
三
中
)、

斉
藤
友
紀
(
同
)
、
三
上
修
平
(
同
)
、

野
上
美
華
(
五

一
中
)
、
工
藤
千
佳
、

毛
内
暁
絵
(
同
)

平成 5年 2月15日3 
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平成 5年 2 月15日 

年次別事業所数・従業者数及び製造品出荷額等の推移 

平
成
一
一
一
年
の
、
市
の
製
造
業
は
、
事
業
所
数
九
六
事
業
所
、
従
業

者
数
三
千
一
一百
一
一
十五
人
、
製
造
品
出
荷
額
等
は
、
五
百
八
十
億
四

千
四
百
三
十
六
万
円
と
な
つ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
平
成
二
年
と
比
べ
て
、
事
業
所
は
三
事
業
所
、
従
業
者

数
は
、
三
百
八
人
の
増
加
と
な
り
、
製
造
品
出
荷
額
等
は
、百
四
十
三

億
三
千
四
百
四
十
一
一
万
と
、一
一
一
一
一・
八パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
、
 

八
戸
市
に
続
く
増
額
と
な
り
、
こ
の
伸
び
率
は
八
市
中
、
最
高
と
な

り
ま
し
た
。
 

平
成
三
年
の
従
業
者
数
、
製
造

品
出
荷
額
等
を
、
誘
致
企
業
の
割

合
で
み
る
と
、
従
業
者
数
で
は
、
 

千
八
百
四
十
八
人
の
、
約
六
十
パ
 

ー
セ
ン
ト
、
製
造
品
出
荷
額
等
で

は
、
四
百
八
十
八
億
二
千
万
円
の

八
十
四
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
等

誘
致
企
業
の
果
す
、
地
域
の
経
済

効
果
は
図
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
 

今
後
の
予
想
と
し
て
 

平
成
九
年
ま
で
の
従
業
員
数
及

び
製
造
品
出
荷
額
等
の
見
込
み
は
、
 

近
年
誘
致
企
業
と
し
て
立
地
さ
れ

①
現
に
操
業
し
て
い
る
が
、
ま
だ

本
格
操
業
に
至
っ
て
い
な
い
誘

致
企
業
 

②
今
後
操
業
す
る
誘
致
企
業
 

③
地
場
企
業
の
伸
展
 

等
か
ら
、
そ
の
従
業
者
数
は
、
 

一
千
六
百
三
十
七
人
増
で
、
四
千
 

r
 

区 分 
事業所数 従事者数 

（人） 
製造品出荷額等 

（万円） 
対前年比 

(%) 

昭和60年 123 2,049 3,605,310 5.7 

61年 83 2,139 3,222,058 -10.6 

62年 80 2,355 3,214,514 -0.2 

63年 77 2,406 3,066,819 一 4.6 

平成元年 79 2,651 3,736,234 21.8 

2 年 93 2,917 4,370,994 17.0 

3年 96 3,225 5,804,436 32.8 

漆川工業団地

平
成
三
年
の
、
市
の
製
造
業
は
、
事
業
所
数
九
六
事
業
所
、
従
業

者
数
三
千
二
百
二
十
五
人
、
製
造
品
出
荷
額
等
は
、

五
百
八
十
億
四

千
四
百
三
十
六
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

平
成
二
年
と
比
べ
て
、
事
業
所
は
三
事
業
所
、
従
業
者

数
は
、
三
百
八
人
の
増
加
と
な
り
、
製
造
品
出
荷
額
等
は
、
百
四
十
三

億
三
千
四
百
四
十
二
万
と
、
三
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
、

八
戸
市
に
続
く
増
額
と
な
り
、
こ
の
伸
び
率
は
八
市
中
、
最
高
と
な

り
ま
し
た
。

年次別事業所数・従業者数及び製造品出荷額等の推移

区分
事業所数 従事者数 製造品出荷額等 対前年比

(人) (万円) (%) 

昭和60年 123 2，049 3，605，310 5.7 

61年 83 2，139 3，222，058 -10.6 

62年 80 2，355 3，214，514 ー0.2

63年 77 2，406 3，066，819 -4. 6 

平成元年 79 2，651 3，736，234 21.8 

2年 93 2，917 4，370，994 17.0 

3年 96 3，225 5，804，436 32.8 

平
成
三
年
の
従
業
者
数
、
製
造

品
出
荷
額
等
を
、
誘
致
企
業
の
割

合
で
み
る
と
、
従
業
者
数
で
は
、

千
八
百
四
十
八
人
の
、
約
六
十
パ

ー
セ
ン
ト
、
製
造
品
出
荷
額
等
で

は
、
四
百
八
十
八
億
二
千
万
円
の

八
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
等

誘
致
企
業
の
果
す
、
地
域
の
経
済

効
果
は
図
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

今
後
の
予
想
と
し
て

平
成
九
年
ま
で
の
従
業
員
数
及

び
製
造
品
出
荷
額
等
の
見
込
み
は
、

近
年
誘
致
企
業
と
し
て
立
地
さ
れ

①
現
に
操
業
し
て
い
る
が
、
ま
だ

本
格
操
業
に
至
っ
て
い
な
い
誘

致
企
業

②
今
後
操
業
す
る
誘
致
企
業

③
地
場
企
業
の
伸
展

等
か
ら
、
そ
の
従
業
者
数
は
、

一
千
六
百
三
十
七
人
増
で
、
四
千
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消
費

税
の
申
告
と
納
税

は
三

月
三
十

一
日
ま
で

平
成
四
年
分
消
費
税
の
確
定

申
告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。
申
告
も
納
税
も
期

限
は
三
月
三
十
一
日
（水
）ま
で

で
す
。
 

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄

り
の
税
務
相
談
室
又
は
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
 

ド
番
号
は

〔
七
八
一
〕
です
。
 

八
百
六
十
二
人
と
な
り
、
製
造
品

出
荷
額
等
で
は
、
三
百
八
十
一
億

三
千
万
円
の
増
で
、
九
百
六
十
一

億
七
千
万
円
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

現
在
諸
手
続
き
を
進
め
て
い
る

青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
工

業
団
地
漆
川
第
二
期
拡
張
計
画
に

伴
い
、
更
に
各
数
値
が
増
え
、
産

業
構
造
の
高
度
化
は
勿
論
の
こ
と
、
 

若
年
層
の
地
元
定
着
が
確
実
に
図

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

各
数
値
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
 

上
の
表
及
び
図
を
ご
覧
下
さ
い
。
 

誘
致
企
業
の
お
問
い
合
わ
せ
は

市
総
務
部
工
業
振
興
対
策
室

（
内

線
二
八
〇
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

区 分 

製 造 品 出 荷 額 等（千万円〕 

S 63年 H元年 
対前年比 
(%) 

H2年 
対前年比 
1%) 

113年 
対前年比 
(%) 

県 	計 107,394 121,609 13.2 127,133 4.5 136,256 7.2 

五所川原市 3,066 3,736 21.8 4,370 17.0 5,804 32.8 

青 森 市 10,717 11,564 1.9 12,135 屯9 12,467 2.7 

弘 前 市 9,456 10,790 14.1 11,451 6.1 11,765 2.7 

八 戸 市 46,484 53,451 15.0 53,224 - 0.4 57,403 7.9 

黒 石 市 3,388 3,822 12.8 4,022 52 4,398 9.3 

十和田市 4.272 4,276 0,1 4,735 10.7 5,591 18.1 

三 沢 市 5,068 6,454 27.3 6,947 z6 6,016 -13.4 

む っ 市 2,072 2,099 1.3 2,010 - 4.3 2,024 0.7 

事業所者・従業者数及び製造品出荷額等の推移 

(63年一指数100として） 

	 事 業 所 数 

ーー 一ー従 業 者 数 

指数 	 製造品出荷額等 

190 ー 

八市別事業所数・従業者数及び製造品出荷額等 

区 分 

事 業 	所 	数 従 	業 	者 	数（人） 

S 63年 H元年 
対前年比 
(%) 

112年 
対前年比 
(%) 

113年 
対前年比 
(%) 

S 63年 H元年 
対前年比 
(%) 

H2年 
対前年比 
(%) 

H3年 
対前年比 
(%) 

県 	計 2,602 2,590 - 0.5 2,701 43 2,776 乙8 76,560 79,815 4.3 83,110 4.1 87,524 5.3 

五所川原市 刀 79 2.6 93 17J 妬 3.2 2,406 2,651 10.2 2,917 10.0 3,225 10.6 

青 森 市 358 344 - 3.9 356 3.5 395 11.0 6,134 8,257 I 一 5 8,599 4.1 9,539 10.9 

弘 前 市 318 306 - 3.8 339 10.8 350 3.2 8,020 8,310 3.6 9,021 8.6 9,783 8.4 

八 戸 市 558 568 1.8 568 0.0 549 - 3.3 19,334 20,418 5.6 20,354 - 0.3 20,890 2.6 

黒 石 市 82 85 3.7 87 2.4 92 5.7 2,893 3,104 7.3 3,240 4.4 3,199 - 1.3 

十和田市 127 116 - 8.7 121 4.3 121 a0 4,509 4,620 乙5 4,468 - 3,3 4,622 3.4 

三 沢 市 66 63 - 4.5 62 - 1.6 58 - 6.5 3,004 2,919 2.8 2,997 乙7 3,002 0.2 

む っ 市 66 68 3.0 71 4.4 67 -5,6 1,906 1,943 1.9 1,906 - 1,9 1,670 -12.4 

5
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事業所者・従業者数及び製造品出荷額等の推移

(63年=指数100として)

一一一一一事業所数

一一一一従業者数

一一一一一製造品出荷額等
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製造品出荷額等(千万円)

区分

S 63年 H元年 対前年比 H2年 対前年比 H3年 対前年比
(%) (%) (%) 

県 107，394 121句609 13.2 127，133 4.5 136，256 7.2 

五所川原市 3，066 3，736 21.8 4，370 17.0 5，804 32.8 

青森市 10，717 11句564 7.9 12，135 4.9 12，467 2.7 

弘前市 9，456 10，790 14.1 11，451 6.1 11 ，765 2.7 

八戸市 46，484 53，451 15.0 53，224 -0.4 57，403 7.9 

黒石市 3，388 3，822 12.8 ι022 5.2 4，398 9.3 

十和田市 4、272 4守276 0.1 4，735 10.7 5，591 18.1 

三沢市 5，068 6，454 27.3 6，947 7.6 6，016 13.4 

むつ市 2，072 2，099 1.3 2，010 4.3 2，024 0.7 
90 I 

80 
H3 H2 HJC 563 562 561 560 

八市別事業所数・従業者数及び製造品出荷額等

事 業 所 数 従 業 者 数 (人)

区分

S63年 H元年
対前年比 H2年 対前年比 H 3年 対前年比 S 63年 H元年 対前年比 H 2年 対前年比 H 3年 対前年比
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 

県 H 2守602 2，590 0.5 2，701 4.3 2，776 2.8 76，560 79守815 4.3 83守110 4.1 87，524 5.3 

五所川原市 77 79 2，6 93 17.7 96 3.2 2，406 2，651 10.2 2，917 10.0 3，225 10.6 

音森市 358 344 3.9 356 3.5 395 11.0 8，134 8，257 1.5 8，599 4.1 9.539 10.9 

弘前市 318 306 - 3.8 339 10.8 350 3.2 8，020 8，310 3.6 9，日21 8.6 9，783 8.4 

八戸市 558 558 1.8 568 。。 549 3.3 19，334 20，418 5.6 20，354 - 0.3 20，890 2.6 

黒石市 82 85 3.7 87 2.4 92 5.7 2，893 3，104 7.3 3，240 4.4 3守199 - 1.3 

卜和田市 127 116 -8.7 121 4.3 121 。。 4，509 4，620 2.5 4，468 -3.3 4，622 3.4 

三沢市 66 63 -4.5 62 - 1.6 58 -6.5 3，004 2，919 2.8 2，997 2.7 3，002 0.2 

むつ市 66 68 3.0 71 4.4 67 5.6 1，906 1. 943 1.9 1. 906 - 1.9 1，670 12.4 

八
百
六
十
二
人
と
な
り
、
製
造
品

出
荷
額
等
で
は
、

三
百
八
十

一
億

三
千
万
円
の
増
で
、
九
百
六
十

一

億
七
千
万
円
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

現
在
諸
手
続
き
を
進
め
で
い
る

青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
工

業
団
地
漆
川
第
二
期
拡
張
計
画
に

伴
い
、
更
に
各
数
値
が
増
え
、
産

業
構
造
の
高
度
化
は
勿
論
の
こ
と
、

若
年
層
の
地
元
定
着
が
確
実
に
図

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

各
数
値
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

上
の
表
及
び
図
を
ご
覧
下
さ
い
。

誘
致
企
業
の
お
問
い
合
わ
せ
は

市
総
務
部
工
業
振
興
対
策
室

(内

線
二
八
O
番
)
へ
ど
う
ぞ
。

消
費
税
の
申
告
と
納
税

は
三
月
三
十
一
日
ま
で

平
成
四
年
分
消
費
税
の
確
定

申
告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。
申
告
も
納
税
も
期

限
は
三
月
三
十

一
日
(
水
)ま
で

で
す
。詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄

り
の
税
務
相
談
室
又
は
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l
の
コ
ー

ド
番
号
は
〔
七
八

二
で
す
。

平成 5年2月15日5 
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“原市伝級価労賞表彰！ 

長
尾
武
 

第19回市内児童・生徒
自由研究発表会 
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伝
統
文
化
の
保
存

・
発
展
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。
 

一警
画
」伝
統
文
化
功
労
賞
表
彰
式
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市
は
、
昨
年
の
暮
れ
、
古
く
か

ら
伝
わ
る
伝
統
文
化
を
保
存
し
、
 

そ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
人
を
表

彰
す
る
、
「市
伝
統
文
化
功
労
賞
」
 
 

を
制
定
し
ま
し
た
。
 

二
月
一
日
、
藤
吉
郎
に
於
て
、
 

市
伝
統
文
化
市
民
懇
談
会
委
員
及

び
関
係
者
が
出
席
し
て
、
第
一
回
 
 

の
伝
統
文
化
功
労
賞
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
第
一

回
の
受
賞
者
は
、
次
の
三
名
の
方

々
と
き
ま
り
ま
し
た
。
 

o

長
尾
武
一

氏
（
六
十
九
歳
）
 

市
内
広
田
下
り
松

永
年
に
わ
た
り
、
市
民
謡
協
会

会
長
及
び
、
西
北
五
民
俗
芸
能
連

合
会
会
長
と
し
て
、
津
軽
民
謡
の

普
及
、発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

o

田
津
多

一
氏
（
六十
三
歳
）
 

市
内
川
端
町

永
年
に
わ
た
り
、
市
の
シ
ン
ボ

ル
「
虫
お
く
り
人
形
」
を
製
作
、
 

全
国
に
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に

市
虫
お
く
り
研
究
会
会
長
と
し
て

虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

o

大
邑

瀧
雄
氏
（
六
十
三
歳
）
 

市
内
漆
川
・
袖
掛

永
年
に
わ
た
り
、
津
軽
三
味
線
 

「滝
）
秀ム
」
会
主
と
し
て
普
及
発

展
に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的

に
社
会
奉
仕
活
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
 

冬
休
み
中
の
、
自
由
な
研
究
を
 
6
 

発
表
す
る
、第
十
九
回
市
内
児
童
・

生
徒
自
由
研
究
発
表
会
で
は
、
参

加
校
十
校
、
一
干
一
題
、
三
十
六

人
が
、
く
ら
し
の
中
の
不
思
議
な

こ
と
ゃ
環
境
の
こ
と
な
ど
を
、
楽

し
く
伸
び
伸
び
と
発
表
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

〈
写
真
〉
 

津
軽
の
人
形
芝
居
「金
太
一01蔵
」
 

を
研
究
、発
表
す
る
、五
小
六
年
の
、
 

外
崎
源
人
君
（右
）
と和
田
裕
治
君
。
 

外
崎
君
は
、
自
分
で
作
っ
た
金

太
豆
蔵
人
形
で
、
出
稼
ぎ
か
ら
帰

っ
た
金
太
と
、
そ
れ
を
迎
え
る
豆

蔵
と
の
や
り
と
り
を
、
木
村
幸
八

さ
ん
そ
っ
く
り
の
津
軽
弁
で
実
演

し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

後
継
者
不
足
の
 
「金
太
豆
蔵
」
 

で
す
。
外
崎
君
、
が
ん
ば
っ
て
ノ
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伝
統
文
化
の
保
存

・
発
展
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
伝
統
一文
比
功
労
賞
表
彰
式
一一

市
は
、
昨
年
の
暮
れ
、
古
く
か

ら
伝
わ
る
伝
統
文
化
を
保
存
し
、

そ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
人
を
表

彰
す
る
、
「
市
伝
統
文
化
功
労
賞
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

一一
月

一
口
、
藤
吉
郎
に
於
て
、

市
伝
統
文
化
市
民
懇
談
会
委
員
及

び
関
係
者
が
出
席
し
て
、
第

一
凶

園田・幽・.
平成

五所川原市「

久
色
総

AW
翠
多

長

の
伝
統
文
化
功
労
賞
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
第

一

回
の
受
賞
者
は
、
次
の
三
名
の
方

々
と
き
ま
り
ま
し
た
。

O
長
尾
武
一
氏
(
六
十
九
歳
)

市
内
広
田
下
り
松

永
年
に
わ
た
り
、
市
民
話
協
会

会
長
及
び
、
西
北
五
民
俗
芸
能
連

合
会
会
長
と
し
て
、
津
軽
民
謡
の

普
及
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

o
田

浬

多

一

氏

(六
十
三
歳
)

市
内
川
端
町

、
水
年
に
わ
た
り
、
市
の
シ
ン
ボ

ル
「
虫
お
く
り
人
形
」
を
製
作
、

全
国
に
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に

市
虫
お
く
り
研
究
会
会
長
と
し
て

虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

O
大
口
巴
瀧
雄
氏
(
六
十
三
歳
)

市
内
漆
川
・
袖
掛

永
年
に
わ
た
り
、
津
軽
三
味
線

「
滝
栄
会
」
会
主
と
し
て
普
及
発

展
に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的

に
社
会
奉
仕
活
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

楽しい発表が続々÷。

第19回市内児童・生徒
自由研究発表会

冬
休
み
中
の
、
自
由
な
研
究
を

発
表
す
る
、
第
十
九
回
市
内
児
童
・

生
徒
自
由
研
究
発
表
会
で
は
、
参

加
校
十
校
、

二
十

一
題、

三
十
六

人
が
、
く
ら
し
の
中
の
不
思
議
な

こ
と
や
環
境
の
こ
と
な
ど
を
、
楽

し
く
伸
び
伸
び
と
発
表
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

〈
写
真
〉

津
軽
の
人
形
芝
居
「金
太
豆
蔵
」

を
研
況
い晴
元
表
す
る
、
五
小
六
年
の
、

外
崎
源
人
君
(右
)と
和
田
裕
治
君
。

外
崎
君
は
、
自
分
で
作
っ
た
金

太
豆
蔵
人
形
で
、
出
稼
ぎ
か
ら
帰

っ
た
金
太
と
、
そ
れ
を
迎
え
る
豆

蔵
と
の
や
り
と
り
を
、
木
村
幸
八

さ
ん
そ
っ
く
り
の
津
軽
弁
で
実
演

し
て
く
れ
ま
し
た
。

後
継
者
不
足
の
「
金
太
豆
蔵
」

で
す
。

外
崎
君
、
が
ん
ば
っ
て
/

金守タ豆1
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「
）わ
い
な
 

「ま
ほ
う
つ
か
い
の
お
ば
あ
さ
ん
」
 

冬

ゃ
す
み
了

と
も

の
つ
と
い
 

一
月
十
四
日
、
市
立
図
書
館
で
行
わ
れ
た
「
冬
や
す
み

こ
ど
も
の

つ
ど
い
」
 
には
、
お
母
さ
ん

と
一
緒
の
小
さ
い

お
子
さ
ん
ゃ
保
育
園
児
、
小
学
生
な
ど
、
約
五
十
人
の
子

供
達
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

図
書
館
の
職
員
に
よ
る
、
紙
し
ば

い
 
「ま
ほ
う

つ
か
い

の
リ
ー
ス
ヘ
ン
」
や
、
映
画
 
「赤
毛
の
ア
ン

の
ク
リ
ス
マ
 

K
J
r山
の
太
郎
グ

マ
」
な
ど

の
上
演
に
、
子
供
達
は
す
っ

か
り
お
話
の
中
の
主
人
公
で
す
。
 

夏
休
み
、
冬
休
み

の
期
間
中
に
開
催
さ
れ

る
 
「こ
ど
も

の
つ
ど
い
」
 
は
、大
き
な
夢
を
運
ん
で
く
れ
る
集
い
と
し

て
、
子
供
達
に
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
 

五所川原市立ヌ書館 新しい図書が入りました 

書 	 名 著 者 名 書 	 名 著 者 名 

江 馬 務 著 作 集（全 13 巻） m務
 

江
 
馬
 

明 	け 	方 	の 	夢（上・下） シドニイ・シエルダン 

思 	想 	の 	海 	へ（全 31 巻） いいだもも〔他〕 白 	 秋 伊集院 	静 

現 代 人 の 物 理（全 5 巻） 佐藤 勝昭〔他〕 ル
流
 
“

香
 
“

諏
 

黒 部 	亨 

数学 30 講シ リ ーズ（全 10 巻） 志 賀 浩 二 隣 	の 	殺 	人 	者 ラフアエル可グレシアス 

現代日本語方言大辞典（ 1 --3 巻） 平 山 輝 男 輝 	け 	る 	嘘（上・下） ニール・シーノ、ン 

ダ イ ア ナ 妃 の 真 実 アンドリュー・モートン 魚 	の 	小 	骨 阿
 
刀
 

m高田
  

白 	神 	の 	四 	季 根 深 	誠 一
生
 
」
半
 
か
可

な
 
学
 
者
 

柴 田 元 幸 

生涯の家共生の街づ く り 鎌 田 清 子 柳生十兵衛死す（上・下） 山 田 風太郎 

成功するアンケー ト調査入門 内 田 	治 聖 	 悪 	 魔 渡 辺 啓 助 

宇 	宙 	の 	質 	間 	箱 西 城 恵 一 一 生 に 一 度 だ け の ャスコ・ハート 

子 供 の ス キ ー と 指 導 A・フレムメン 黄 	色 	い 	猫 吉 行 理 恵 

日 	本 経 済 の 構 想 ”
直
 
・
毅
 

田
 
中
 

天 	声 	人 	語（自 然編） 加
辰
 
の
濃

和
 
男
 

 

P 	K 	0 	派 	兵 剣 持 一 巳 橋の な い川新装版（全 7 巻） 住 井 す 東 

宗教 か ら 読 む 国 際 政 治 日本経済新聞社 五 能 線 誘 拐 ル ー 	ト 西 村 京太郎 

ノぐ 	ル 	セ 	ロ 	ナ ’92 べ―スボールマガジン社 昭和の モ ダニ ズ ム 菊谷 栄 北 の 街 社 

懐 か し の 木 造 校 舎 武 田 信 夫 ぜ 	い 	た 	く 	列 	伝 吐
板
 
”
康
 

じ
一
 

一
 

二
P
  

仕 事 の 達 人 百 科 中 川 昌 彦 海 	 峡 伊集院 	静 

人 生 に 定 年 は な い 俵 	萌 子 昭和サラリ一マン川柳傑作選 山 藤 章 二 

小児科待合室のおかあさんノ＼ 中 尾 	弘 さ 	る 	の 	こ 	し 	か 	け さくら 	ももこ 

"

'
 

平成 5年 2 月15日 

ど字
，，¥ [_U 

一
月
十
四
日
、
市
立
図
書
館
で
行
わ
れ
た
「
冬
や
す
み

こ
ど
も
の
つ
ど
い
」
に
は
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
の
小
さ
い

お
子
さ
ん
や
保
育
園
児
、
小
学
生
な
ど
、
約
五
十
人
の
子

供
達
が
参
加
し
ま
し
た
。

図
書
館
の
職
員
に
よ
る
、
紙
し
ば
い
「
ま
ほ
う
っ
か
い

の
リ
l
ス
へ

ン
」
や
、
映
画
「
赤
毛
の
ア
ン
の
ク
リ
ス
マ

ス
」
「
山
の
太
郎
グ
マ
」
な
ど
の
上
演
に
、
子
供
達
は
す
っ

か
り
お
話
の
中
の
主
人
公
で
す
。

夏
休
み
、
冬
休
み
の
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
「
こ
ど
も

の
つ
ど
い
」
は
、
大
き
な
夢
を
運
ん
で
く
れ
る
集
い
と
し

て
、
子
供
達
に
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

新しい図書が入りました 五所川原市立図書館

三E盆ヨ 名 著者名 書 名 著者名

江馬務著作集(全 13巻) 江馬 務 明 t1 方 σ〉 夢(上 ・下) シドニイ ・シェルダン

，日Lンヨ ホ.1.:0.目、 の 海 へ(全 31巻) いいだもも 〔他〕 白 秋 伊集院 静

現代人の物理(全 5巻) 佐藤勝昭〔他〕
ル コウ タノ

I荒 香 護 黒部 亨

数学 30議シリーズ(全 10巻) 志賀 浩二 隣 の 不"旦!L 人 者 ラ77エル・イグレシアス

現代日本語方言大辞典 (1-3巻) 平山輝男 輝 t1 る 嘘(上 ・下) ニール・シーハン

たかし

夕、、
イ ア ナ 妃 の 真 実 アンドリュー・モ一トン 魚 の よ円;'!. 阿万田 高.. はん か

白 ネ申 の 四 季 根 j采 5成 生 半 可 な 主ヲ主t 者 柴田元幸

生涯の家共生の街づくり 鎌田清子 柳生十 兵 衛死す(上 ・下) 山田風太郎

成功するアンケート調査入門 内田 治 耳三E口 !! 、 魔 渡辺啓助

'子~・ 宙 。コ 質 間 李首 西城恵 一 一生 度 だ t1 の ヤスコ ・ハート

子供のスキー と指導 A.フレムメン 黄 色 p j苗 吉行理恵

な信 ヨR たつ の

日 本 経 済 の 構 ホぺ二目足、 田 中直毅 天 声 人 語(自然編) 辰濃和男

P K 。 j尿 兵 剣持 一巳 橋のない川新装版 (全 7巻) 住井すゑ

宗教から読む 国際政治 日本経済新聞社 五能線誘拐 Jレ ト 西村京太郎

ノt lレ セ ロ ナ '92 ベースボールマガジン社 昭和のモダ ニズム 菊谷栄 北の街社

康懐 か し の 木 造 校舎 武田信夫 ぜ しミ た く 列 {云 戸 板 二

f士 事 。コ 達 人 百 科 中川 昌彦 海 峡 伊集院 育事

人生 ，疋~ 年 は な L、f表 扇子 昭和サラリーマン川柳傑作選 山藤章 二

小児科待合室のおかあさんへ 中尾 5L. さ る の 」守 し 7が t1 さくら ももこ

平成 5年2月15日7 



「わ
が
市
・
わ
が
町
内
」
 

私
が
生
れ
て
育
っ
た
、
こ
の

ま
ち
は
、
堰
の
上
に
家
が
建
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
堰
は
津
軽
四
代
藩
主
信

政
公
が
、
南
部
藤
崎
町
よ
り
、
 

五
所
川
原
市
ま
で
開
削
し
た
際
、
 

三
ケ
年
の
歳
月
を
要
し
て
完
成
 

さ
せ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
 

こ
の
堰
は
近
郷
の
農
家
で
は

農
業
用
水
と
し
て
、
ま
た
、
旧

市
内
の
方
々
は
生
活
排
水
用
と

し
て
共
に
使
用
し
て
来
ま
し
た
。
 

現
在
で
は
汚
濁
の
堰
と
し
て

嫌
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
つ
い
最
 

近
ま
で
は
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
切
な
堰
で
し
た
。
新
十
川

を
サ
イ
フ
ォ
ン
で
、
く
ぐ
り
旧

市
内
の
中
心
部
を流
れ
現
在
も

十
数
本
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
 

長
い
間
市
民
の
用
排
水
に

つ
く
さ
れ
た
五
所
川
原
堰
に
あ

り
が
と
う
と
言
え
た
い
。
そ
の

旧
市
内
中
心
部
には
通
称
成
田

山
の
小
公
園
が
あ
り
、
公
園
内

の
沼
に
は
名
物
の
大
き
な
し
だ

れ
柳
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
沼
の

廻
り
に
橋
を
か
け
噴
水
も
あ
り

ま
し
た
が
現
在
は
無
く
な
り
ま

し
た
。
沼
の
水
は
近
町
内
の
防

火
用
水
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
す
ぐ
近
く
の
柳
町
児
童

公
園
の
ひ
ょ
う
た
ん
池
に
は
、
 

平
和
を
願
う
観
音
像
が
建
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
五
〇
H
位
は
な

れ
た
処
に
は
、
若
山
牧
水
の
石

碑
も
あ
り
、
大
き
な
桜
並
木
と

共
に
、
市
の
名
勝
の
ひ
と
つ
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
 

、

・
・
  
，
 

．
 

 

ー
』
“
 

 

私
の
風
景
  
⑩
 

蒔
 
田
 
照
 
明
さ
ん
 

（
市
内
新
町
ニ
十
八
）
 

市
役
所
は
、
平
成
五
年
二
月

二
十
七
日
よ
り
す
べ
て
の
土

曜
日
が
休
み
と
な
り
ま
す
 

国
や
県
で
は
す
で
に
土
曜
閉
庁
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
 

当
市
で
も
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
な
ど
が
「閉
庁
」
と
な
り
 

ま
す
。
 

な
お
、市
民
生
活
に
関
連
の
深
い
次
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
 

今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

西
北
中
央
病
院
、
小
・
中
学校
（
毎
月
の
第
一
一土
曜
日
を

除
く
。）
、ゴ
、IIの
収
集
、
市
民
文
化
会
館
、
中
央
公
民
館
、
 

書
館
、
市
民
体
育
館
、
葬
斎
苑
、
消
防
署
な
ど
。
 

詳
し
く
は
、ご
利
用
の
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

凹 （
善
意
の
花
か
こ
）
 

⑥
五
所
川
原
第
一
中
学
校
へ
 

〇
晃
玄
産
業

（
江良
力
社
長
）
廿
図
書
費
と
し
て
十
五
万
円
 

短 

歌
 

五
所
川
原
短
歌
会

わ
が
前
に
大
き
な
毛
蟹
を
子
は

置
き
て
そ
の
値
を当
て
よ
と
笑

顔
に
て
言
ふ
 
下
山
 
サ
ト
 

8 平成 5年 2 月15日 

暁
暗
の
太由
の
果
は
霧
深
く
集

落
の
灯
が
か
す
か
に
見
ゆ
る
 

三
上
 
イ
ッ
 

漸
く
に
税
の
申
告
済
ま
せ
来
て
 

コ
ー
ヒ

ー
店
に
心
安
ら
ぐ
 

開
米
 
藤
枝
 

r、が
は
て
 

陸
果
の
歌
碑
に
具
夏
陽
さ
んさ

ん
と
風
露
の
花
の
紫
ゆ
る
る
 

浜
山
 
て
い
 

再
び
な
き
夫
と
訪
ひ
来
し
蕪
島

に
海
猫
の
群
自
在
に
飛
び
交
ふ
 

蝦
名
チ
ョ
ノ
 

わ
れ
の
手
に
稚
魚
放
流
の
又
と

な
き
時
に
逢
ひ
た
り
墓
参
終
へ

き
て
 

番
場
 
充
映
 

（昭
和
六
十

一
年
より
、
晃
玄
産
業
の
市
内
各
中
学
校
へ
の
図
書
費と
し
て
の
寄
贈
は
、
こ
の
 

度
で
、
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。）
 

⑥
教
育
振
興
会
へ
 

〇
し
ぼ
ど
の
会

（長
尾
充
会
長
）
廿
チ
ャ
リ
テ
ィ
文
化
公
演
会
の
益
金
一
万
六
千
円
 

⑥
く
る
み
園
 

o
慰
間
 
館
山
三
弦
会

（
弘
前市
）
 

〇
寄
贈
 
田
沢
多
一
氏
（
市
内
元
町
）
廿
木
彫
の
仏
像
・
板
 

,
 

私
の
風
景

「
わ
が
市
・
わ
が
町
内
」

'

私
が
生
れ
て
育
っ
た
、
こ
の

ま
ち
は
、
堰
の

t
に
家
が
建
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
堰
は
津
軽
四
代
藩
主
信

政
公
が
、
南
部
藤
崎
町
よ
り
、

五
所
川
原
市
ま
で
開
削
し
た
際
、

三
ヶ
年
の
歳
月
を
要
し
て
完
成

さ
せ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
堰
は
近
郷
の
農
家
で
は

農
業
用
水
と
し
て
、
ま
た
、
旧

市
内
の
方
々
は
生
活
排
水
用
と

し
て
共
に
使
用
し
て
来
ま
し
た
。

現
在
で
は
汚
濁
の
堰
と
し
て

嫌
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
つ
い
最

⑨ 

蒔

田

照

明

さ

ん

(
市
内
新
町
二
十
八
)

近
ま
で
は
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
切
な
堰
で
し
た
。
新
卜
川

を
サ
イ
フ
ォ
ン
で
、
く
ぐ
り
旧

市
内
の
中
心
部
を
流
れ
現
在
も

十
数
本
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

長
い
間
市
民
の
用
排
水
に

つ
く
さ
れ
た
五
所
川
原
堰
に
あ

り
が
と
う
と
言
え
た
い
。
そ
の

旧
市
内
中
心
部
に
は
通
称
成
田

山
の
小
公
園
が
あ
り
、
公
園
内

の
沼
に
は
名
物
の
大
き
な
し
だ

れ
柳
が
あ
り
ま
す
。
普
は
沼
の

廻
り
に
橋
を
か
け
噴
水
も
あ
り

ま
し
た
が
現
在
は
無
く
な
り
ま

し
た
。
沼
の
ぷ
は
近
町
内
の
防

火
用
水
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
ぐ
近
く
の
柳
町
児
童

公
園
の
ひ
ょ
う
た
ん
池
に
は
、

平
和
を
願
う
観
音
像
が
建
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
五
O
μ
位
は
な

れ
た
処
に
は
、
若
山
牧
水
の
石

碑
も
あ
り
、
大
き
な
桜
並
木
と

共
に
、
市
の
名
勝
の
ひ
と
つ
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
は
、
平
成
五
年
二
月

二
十
七
日
よ
り
す
べ
て
の
土

曜
日
が
休
み
と
な
り
ま
す

国
や
県
で
は
す
で
に
土
曜
閉
庁
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

当
市
で
も
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
な
ど
が

「
閉
庁
」
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
市
民
生
活
に
関
連
の
深
い
次
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
北
中
央
病
院
、
小
・
中
学
校

(毎
月
の
第
二
土
曜
日
を

除
く
。)、

ゴ
ミ
の
収
集
、
市
民
文
化
会
館
、
中
央
公
民
館、

図
書
館
、
市
民
体
育
館
、
葬
斎
苑
、
消
防
署
な
ど
。

詳
し
く
は
、
ご
利
用
の
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

善
意
の
花
か
ご

わ
れ
の
手
に
稚
魚
放
流
の
又
と

な
き
時
に
逢
ひ
た
り
墓
参
終
へ

き

て

醤

場

充

映

圃

国記

五
所
川
原
短
歌
会

わ
が
前
に
大
き
な
毛
蟹
を
子
は

置
き
て
そ
の
値
を
当
て
よ
と
笑

顔
に
て
言
ふ

下
山
サ
ト

暁
暗
の
冬
田
の
果
は
霧
深
く
集

落
の
灯
が
か
す
か
に
見
ゆ
る

三
上

漸
く
に
税
の
申
告
済
ま
せ
来
て

コ
ー
ヒ
ー
脂
に
心
安
ら
ぐ

開

米

藤

枝

陸
果
の
歌
碑
に
呉
夏
陽
さ
ん
さ

ん
と
風
露
の
花
の
紫
ゆ
る
る

浜
山
て
い

再
び
な
き
犬
と
訪
ひ
来
し
蕪
島

に
海
描
の
群
自
在
に
飛
び
交
ふ

蝦
名
チ
ヨ
ノ

@
五
所
川
原
第
一
中
学
校
へ

O
晃
玄
産
業

(江
良
力
社
長
)
l図
書
費
と
し
て
十
五
万
円

(昭
和
六
十

一
年
よ
り
、
晃
玄
産
業
の
市
内
各
中
学
校
へ
の
図
書
費
と
し
て
の
寄
贈
は
、
こ
の

度
で
、
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
)

@
教
育
握
興
会
へ

O
し
ぼ
ど
の
会

(長
尾
充
会
長
)
Hチ
ャ
リ
テ
ィ
文
化
公
演
会
の
益
金

一
万
六
千
円

@
く
る
み
圃

O
慰
問

館
山
三
弦
会
(
弘
前
市
)

O
寄
贈

田
沢
多

一
氏
(
市
内
元
町
)
H
木
彫
の
仏
像
・
板
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剃回津軽大凧を揚げる大会 

厳
寒
の
空
に
凧
の

フ
ン
フ
が響
く
 

〉
と
き
 

平
成
五
年
二
月
二
十
八

日
（
日
）
 

▽
と
こ
ろ
 

五
所
川
原
農
林

高
校
実

習
田
（
市

内
一
野
坪

・

津
軽
鉄
道
五
農
高
駅

前
）
 

主
催
 
津
軽

カ
イ
ト

ク
ーフ

ブ

・
陸
奥
新
報
社
 

ェ
ル
ム
の

街
（
仮称
）
 
蕊

実
施

計
画
基

本
構
想
の
麟

説
明
会
を

開
催
し

ま
す
 

皆
様
多
数
ご

参
加
下

さ
い
。
 

▽
日
時
 

平
成
五

年
二

月
二

十
四
日

（
水
）
 

〇
＋
時

よ
り
＋
二
時
ま
で
 

五
所

川
原
市
内
商
業
関

係
者
 

〇
午
後
一
時
三

十
分

よ
り
三
時
三

＋
分

ま
で
 

五
所

川
原
市
外
商
業

関
係
者
 

▽
場
所
 
五

所
川
原
市

中
央

公
民
館

大
ホ

ー
ル
 

▽
問
い
合

わ
せ
 
五

所
川
原
街

づ
く
り
株

事
務

局
 

合
〇

一
七
」
一
 
三
三
ー
〇
四
一
 
一
 

現在加入されている方は、 3 月31日で共済期

間が満期になりますので、早めに市役所民生部

総合サービス課または各支所へ申し込みくださ

し‘ 

特に、お年寄りや幼児の交通事故が増加してー 

いますので、 まだ加入されていない方もご家族

そろって加入されるようおすすめします。 

レ加入できる人一五所川原市に住民登録をされ

てーいる方 

ン共済会費・期間一年額350円（共済時間の途中

で加入する場合も同額ですJ 

加入申込は、2月1日から予約受付いたしま

す。共済期間は、毎年 4 月1日から始まり翌年

の 3月31日で終わります。（途中で加入される

人は、加入の日から 3月31日まて、となります） 

レその他一小・中学校の児童生徒については、 

各学校を通じて受付けをしています。保育所、 

職場、町内会、各種グループなど20メJこ上上が

加入される場合は、団体の取り扱いをします。 

共済見舞金の額 

災 害 の 程 度 等級 金 	額 

死 亡 し た 場 合 1 1,000,000円 

入院180日 
以上を含む 

2 150,000円 

実治療日数 入院 9 0 日 
っ
J
  

以上180日 130,000円 
未満を含む 

180日以上で 
入院90日未満 

d
'
 

 
又は入院なき 110,000円 
ものを含む 

実治療日数 
入以
 
院
上
 

9
一
 

0含
 
日
む
 

 

5 80,000円 

90 日 以上 入院90日未満 

6
  

180日未満で 又は入院なき 60,000円 
ものを含む 

実治療日数60日以上90日未満 7 45,000円 

実治療日数30日以上60日未満 8 35,000円 

実治療日数10日以上30日未満 9 25,000円 

実治療日数 10 日 未満 10 15,000円 

戸ねぶたか 
熱気球飛行訓練消防署 
平成5年2月18日～3月25日 

火災予防広報、交通安全広報、暴力追放広報

及び、市内上空からの実態調査のため飛行訓練

を行います。 

訓練月日 曜日 飛行時間 広報内容 

2 月18日 （加 6 	: 30-- 8 : 30 火災予防 

2 月25日 困 6 	: 30-- 8 : 30 交通安全 

3月 4 日 困 6 	: 30- 8 : 30 火災予防 

3 月11日 困 6 	: 30- 8 : 30 暴力追放 

3 月18日 困 6 	: 30- 8 : 30 火災予防 

3 月25日 (*) 6 	: 30- 8 : 30 交通安全 

※訓練日時は、天候等により変更または、中止する場合もあります。 

つくろうよ 

緑の街は ユートピア 

五三中1年 小田桐昭恵 

「燃えるゴミ」、 

「燃えないゴミ」 の 再確認 

五四中 2年 浜舘加代子 

「住みよい環境をつくる」標語の部特別賞 

9 平成 5年 2月15日 

交通災害挟:済受付申.......集;額350j;;伺
.....以

共済見舞金の額

災害の程度 等級 金 喜員

死亡した場合 l 1，∞0，000円

入院180日
2 150，000円

以上を含む

実治療日数 入院 90日
以上180日 3 130，000円

180日以上で
未満を含む

入院90日未満
又は入院なき 4 110，000円
ものを含む

入院 90日
5 80，∞0円実治療日数 以上を含む

90日以上 入院90日未満
180日未満で 又は入院なき 6 60，000円

ものを含む

実治療日数60日以上90日未満 7 45，000円

実治療日数30日以上60日未満 8 35，000円

実治療日数10日以上30日未満 9 25，000円

実治療日数 10日未満 10 15，000円

現在加入されている方は、 3月31日で共済期

聞が満期になりますので、早めに市役所民生部

総合サービス課または各支所へ申し込みくださ

特に、お年寄りや幼児の交通事故が増加 して

いますので、まだ加入されていない方もご家族

そろって加入されるようおすすめします。

じ〉加入できる人一五所川原市に住民登録をされ

ている方

[>共済会費・期間一年額350円 (共済時間の途中

で加入する場合も同額ですJ
加入申込は、 2月 1日から予約受付いたしま

す。共済期間は、毎年 4月 1日から始まり翌年

の 3月31日で終わります。(途中で加入される

人は、加入の日から 3月31日までとなります)

[>その他一小・中学校の児童生徒については、

各学校を通 じて受付けをしています。保育所、

職場、町内会、各種グルー プ など20人以上が

加入される場合は、団体の取り扱いをします。

第11回津軽大凧を揚げる大会

厳
寒
の
空
に
凧
の

ブ
ン
ブ
が
響
く

マ
と
き
平
成
五
年
二
月
二
十
八

日
(
日
)

マ
と
こ
ろ

五
所
川
原
農
林
高
校
実

習
田

(市
内

一
野
坪
・

津
軽
鉄
道
五
農
高
駅
前
)

主
催

津
軽
カ
イ
ト
ク
ラ

ブ

・
陸
奥
新
報
社

消防署
同
H

練
問
調
寸

‘
」
耳
日

，
白
骨
川

H
a
a
n
q
a

伺・・
n
H
M

、
た
飛
引

い

刈

球

臼

i

E古
川
一
同

ぷ''熱一明
火災予防広報、交通安全広報、暴力追放広報

及び、市内上空からの実態調査のため飛行訓練

を行います。

説実エ
明施ル
会必計ム
をえ画の
開基街

皆
様
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

マ
日
時
平
成
五
年
二
月
二
十
四
日
(
水
)

O
十
時
よ
り
十
二
時
ま
で

五
所
川
原
市
内
商
業
関
係
者

O
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
三
時
三
十
分
ま
で

五
所
川
原
市
外
商
業
関
係
者

マ
場
所
五
所
川
原
市
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

マ
問
い
合
わ
せ
五
所
川
原
街
づ
く
り
側
事
務
局

宮

O
一
七
三

l
三
三

ー
O
四一

訓練月日 曜日 飛行時間 広報内容

2月18日 (木) 6 : 30-8 : 30 火災予防

2月25日 休) 6 : 30- 8 : 30 交通安全

3月4日 (木) 6 : 30-8 : 30 火災予防

3月11日 (木) 6 : 30- 8 : 30 暴力追放

3月18日 (木) 6 : 30-8 : 30 火災予防

3月25日 (木) 6 : 30-8 : 30 交通安全!

※訓練日時は、天候等により変更または、中止する場合もあります。

つくろうよ : 

緑の街は ユートピア

五三中 1年小田桐昭恵

「燃えるゴミ」、

「燃えないゴミ」の再確認

五四中 2年浜舘加代チ

「住みよい環境をつくる」標語の部特別賞

平成5年2月15日9 



国民年金の保険料、 

納め忘れ、ございませんか 

国
民
在
金
保
険
料
を
毎
月
、
 

忘
れ
ず
に
納
め
て
い
ま
す
か
。
 

「わ
ぎ
わ
ざ
納
め
に
行
く
の
が

面
倒
だ
」
、
「あ
と
で
ま
と
め
て

納
め
る
」
な
ど
は
保
険
料
の
未

納
に
つ
な
が
り
や
す
い
も
の
で

す
。
こ
ん
な
方
は
、
保
険
料
を

定
期
的
に
集
金
し
て
く
れ
る
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
国
民
生
金

保
険
料
納
付
組
織
に
加
入
す
る

と
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

老
齢
基
礎
）年
金
は
、
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間

全
て
が
保
険
料
納
付
済
期
間
で
 

あ
れ
ば
満
額
で
す
が
、
保
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生活講座受講生募集 
◆料理教室 

丁うひな祭り料理（楽しいひな祭り拳I理を） 

ン日 時 2 月25日（木）午前10時～正午まて各 

2 月26日（釘午前10時～正午まてる 

レ募集人員 どちらも定員16名 

レ対象の方 市内に住所または勤務先を有する 

婦人 

レ締切日 先着順で定員になり次第締切ります。 

レ受講料 無耕斗（材やI費は各自負担願います） 

レ申し込み及び間い合せ先 

新町 働く婦人の家（"35-8898) 

マイホームの資金は 

年金住宅融資を 
ン利用できる方 厚生年金保険の加入期間が 3 

年以上ある方。 

レ資金の使途 新築住宅、マンション・建売住 

宅購入資金。 

ン融資金額 所要資金の80％以内で最高 1 ,940 

万円まで。 

レ融資利率 年4.76% 

レ返済期間 5 年から35年まで。 

レ申込受付期間 今年度第 4 回=1月25日～ 3 

月12日まで。 

＞お間合せ先 県保険課・県厚生年金勤労者住 

宅協会 廿0177(73) 2077へ。 

固定資産の確認は 

課税台帳の縦覧で” 

縦覧とは、固定資産（固定資産税、都市計画

税）の課税の基礎となる価格等を、納イ寸書をお

送りする前に、 あらかじめ所有者に確認してい

ただくため、期間（20日間） を設け、課税台帳

を無恥＋でご覧いただく制度です。 縦覧期間以外

でもご覧になれますが、有料となりますく〕 

ご覧になった事項及び価格などに不服がある

場合には、 3 月31日までの’間に、固定資産評価

審査委員会に審査の申出をすることができます。 

特に、昨年中に家屋を新・増築されたり、土

地を取得された方は必ず縦覧しましょう。 

1.縦覧の期間 

平成 5 年 3 月1 日（月）から平成 5 年 3 月22日（月） 

（土曜・日曜・祭日は除きます。 なお、今年

は縦覧期間の最終日が祭日のため、 3 月22日

まてるとなりますJ 

2．縦覧の場所 

五I折川原ili役所 3 階 財政部税務課内 

レ間い合わせ 税務課（内線201・206) 

' 

雇用促進住宅への入居者募集．ノ 

鉄筋コンクリート造り （ 3DK' 2DK・ 2 
K)、バス・トイレ付きの近代的な住宅。 

◇入居できる方◇ 

1．雇用保険の被保険者である方。 

乙家賃等の支払能力のある方。 

3．同居する扶養親族のある方。（宿舎によっては 

単身者でも可能） 

4‘確実な連帯保証人のある方。（原則として就職 

先の事業主） 

5．その他いろいろな事情などで住居を必要とす 

る方。 

ン間い合わせ 公共職業安定所、または青森雇 

用促進センター（青森市長島 2 丁目19の 1. 
青森東京海上ビル 7 F) 廿0177-77-1234 
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l固定資問認心|
引税台帳の縦覧で問

縦覧とは、同定資産(固定資産税、都市計画

税)の課税の基礎となる価格等を、納付書をお

送りする前に、あらかじめ所有者に確認してい

ただくため、期間 (20日間)を設け、課税台帳

を無料でご覧いただく制度です。縦覧期間以外

でもご覧になれますが、有料となります。

ご覧になった事項及び価格などに不服がある

場合には、 3月31日までの聞に、固定資産評価

審査委員会に審査の申出をすることができます。

特に、昨年中に家屋を新・増築されたり、土

地を取得された方は必ず縦覧しまし ょう。

1.縦覧の期間

平成 5年 3月 1日(月)から平成 5年 3月22日(月)

(土日夜・日曜・祭日 は除きます。なお、今年

は縦覧期間の最終日が祭日のため、 3月22日

までとなりますJ
2.縦覧の場所

五所川原市役所3階

b問い合わせ 税務課

.料理教室

。ひな祭り料理 (楽しいひな祭り料理を)

じ〉 日 時 2月25日(木)午前10時~正午まで

2月26日幽午前10時 ~正午まで

[>募集人員 どちらも定員16名

じ〉対象の方 市内に住所または勤務先を有する

婦人

[>締切目 先着順で定員になり次第締切りますo

b受講料無料 (材料費は各自負担願います)

[>申し込み及び問い合せ先

新町働く婦人の家 (ft35-8898)

生活講座受講生募集

国民年金の保険料、

納め忘れ、ございませんか

財政部税務課内

(内線201・206)
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ま
す
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。
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。
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れ
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民
年
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課
(
二
五
八
)

マイホームの資金は

年金住宅融資を
雇用促進住宅への入居者募集/

鉄筋コンクリート造り (3D K ・2DK.2

K)、パス ・トイレ付きの近代的な住宅。

く>入居できる方く>

1.雇用保険の被保険者である方。

2.家賃等の支払能力のある方。

3.同居する扶養親族のある方。(宿舎によっては

単身者でも可能)

4.確実な連帯保証人のある方。(原則として就職

先の事業主)

5.その他いろいろな事情などで住居を必要とす

る方。

r>問い合わせ 公共職業安定所、または青森雇

用促進センター (青森市長島2丁目19の 1. 

青森東京海上ビル7F)含 0177-77-1234

r>利用できる方

年以上ある方。

r>資金の使途 新築住宅、マン ション・建売住

宅勝入資金。

r>融資金額 所要資金の80%以内で最高 1，940

万円まで。

b融資利率 年4.76%

r>返済期間 5年から35年まで。

r>申込受付期間 今年度第 4 回~ 1 月 25 日 - 3

月12日まで。

r>お問合せ先 県保険課 ・県厚生年金勤労者住

宅協会 ft0177 (73) 2077へ。

厚生年金保険の力11入期間が3

10 平成5年2月15日



イ 兎 
月 

、市役所 公35 2111   , 

さ
日
 

声
山
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月 

献血 

期 日 時 場 

2月25日 

（木） 

午前 9 時30分から 
午前11時30分まで 

吹畑 
津軽東芝音響脚前 

午後1時から 
午後 4 時まで 

白生会胃腸病院前 

からだにやさしい血禁成分献血 

』
 

 時
  

場 

3 月 9 日 

（火） 

午前10時から 
午後 3時まで 2 

市保健センター 
階軽運動場 

3月の保健センター相談日 
3 月 5 日、12日、19日、26日で’す。（毎週金曜日）。 

＞時間 午前10時から午後3時まで。 

レ内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまて二

お気軽にご利用ください。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 12 : 3O--12 : 45まで・ 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3歳児には個人通知いたします。 同封のアン 

ケートに記入して、尿を小ビンに入れて持参 

ください。 転入者の方、不明な点はご連絡く 

ださい。 

※注意 （ユ)6 カ月健康相談につごうで来れなか ， 

った場合は、神経身孫田胞腫（小児がん）の検 

査セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健 

環境課窓口にもらいにきてください。(6 カ月、 

7 カ月児にβ艮るJ 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子 

さんはご遠慮ください。 

成分献血の実施方法が変ります 

成分献血専用者を使用することになりました。 

実施する場所、時間には変更ありませんが、実施順 

序に少々変更がありますのでご確認ください。 

順序 

① 受付 	（保健センター内の部屋において） 
' 
② 血液検査のための採血 	（同 上） 
l 

③ 医師による間診・血圧測定 	‘（同 上） 
'  
④ 採 血 	（成分献血専用車において） 

'  
⑤ 採血後の休養・・・（保健センター内の部屋において） 

今後とも変わらぬご協力をお願いいたします。 

「エイズ」に関する 
学校開放講座を開催します 
高等学校の教育機能を地域のみなさんに開放

し、エイズに関する正しい知識の普及につとめ

ます。 

レ日時 平成 5 年 2 月20日（土） 13 : 00-

D場所 五所川原高校 

D講師 斉藤春雄医院長（斉藤産婦人科医院） 

レ参加対象 開催校PTA会員・地域住民等 

）内容 ェィズの基礎知識（性指導を含め）に

ついて、150分程度、講義やビデオ視聴による

学習をします。 

レ間い合わせ 青森県教育庁社会教育課 

ft (0177) 22-1111 内線5194 

11 平成 5年 2 月15日 

月 齢 対象児 期 日 内 容 

3 力 月児 4月
 
年
生
 

ュ
よ
 
 

H
1
1
 

れ
  

3月 9日因 健康診査 

6 カ 月児 
H4年 
8 月生まれ 

3 月16日因 健康相談 

1 	歳 児 H
2
 
4

日
”
 
年
生
 

土
小
 

れ
  

3月22日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 
H3年 
9 月生まれ 

3 月23日因 健康診査 

3 歳 児 
H元年 
9 月生まれ 

3 月18日困 健康診査 

レ間い合わせ 保険環境課 268 

くるみ園（市立養護老人ホーム） 

入所者作品展示会 

1.日時 平成 5 年 3 月10日（水） 10 : 00-15 : 00 

乙場所 養護老人ホームくるみ園内 

（幾世森165-1番地） 

3．地域の皆様の作品展コーナーもありますので、 

出品のご協力をお願いいたします。 

（申し込みは 3 月 2 日まで’にお願いいたしま 

す。連絡先 ft34-2721 担当：佐藤） 

4．当日は、食堂にて模擬店（うどん、生そば、 

おしるこ）を開いていますので、ご利用下さい。 

, 

~ 

2月茄首

市役所宮35-2111

画面
WI rJ 目、? |自l 上易 所

午前9時30分から 吹畑

2月25口 午前11時30分まで 津軽東芝音響鮒前

(木) 午後1時から
午後4時まで

(1生会門脇病院前

からだにやさしい血祭成分献血

目、子 i
 

u作 .t，lJ; 所

午前10時から |市保健セ ンター
午後3時まで 2附軽運動場

成分献血の実施方法が変ります

成分献血専用者を使用することになりま した。

実施する場所、時間には変更ありませんが、実施)1凶

序に少々変更がありますのでご確認くださ い。

順序

① 受付・・・・・…・・・…・(保健センター内の部屋において)

② 血液検査のための採血・…...・H ・.(向 上)

③ 医師による問診 ・血圧測定一一一(向 上)

④ 採血...・H ・....(成分献血専用車において)

⑤ 採血後の休養…(保健センター内の部屋において)

今後とも変わらぬご協力をお願いいたします。

「エイズ」に関する
学校開放講座を開催します
高等学校の教育機能を地域のみなさんに開放

し、エイズに関する正しい知識の普及につとめ

ます。

[>日時 平成5年 2月20日ω 13:00-

[>場所五所川原高校

[>講師 斉藤春雄医院長(斉藤産婦人科医院)

[>参加対象 開催校PTA会員 ・地域住民等

[>内容 エイズの基礎知識(性指導を合め)に

ついて、150分程度、講義やビデオ視聴、による

学習をします。

[>問い合わせ 青森県教育庁社会教育課

ft (0177) 22-1111内線5194

11 平成5年2月15日

3月の保健センター相談日
3月 5日、 12日、 19日、 26円です。(毎週金雌円)0

b時間 午前10時から午後 3時まで。

[>内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ち ゃんからお年寄りまで

お気軽にご利用 くださし」

乳幼旧の健康捗査ノし ログ.:E[

[>場所 市保健センター

[>受付時間 12: 30-12 : 45まで

[>持参するもの 母子健康手帳、パス タオ ル。

3歳児には{同人通知いたします。 同封のア ン

ケー トに記入して、尿を小ピンに入れて持参

くださ しミ。 転入省の方、不明な点はご連絡く

ださい。

※注意 ① 6ヵ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、 神経牙細胞腫(小児がん)の機

査セットを、母子健康手帳を持参の うえ保健

環境課窓口にもらいにきてください。(6ヵ月、

7ヵ月児に限ふる。)

② 病気療去を中(特に伝染性の病気)のお子

さんはご述慮くださ ~' o

月 齢 対象 児 期 H 内容

3 ヵ月児
H4年

3月 9日Ij() 健康診査
11月生まれ

6 ヵ月 児
H4年

3月16日(火) 健康相談
8月生まれ

1 歳児
H4年

3月22日(月) 健康相談
2月生まれ

1歳6ヵ月児
H 3年

3月23日伏) 健康診査
9月生まれ

3 歳児
H元年

3月18日(木) 健康診査|9月生まれ

じ〉問い合わせ 保険環境課 268

くるみ園(市立養護老人ホーム)

入所者作品展示会

1.日時平成5年 3月10日(本)10 : 00-15 : 00 

2.場所 養護老人ホームくるみ園内

(幾世森165-1番地)

3.地域の皆様の作品展コーナーもありますので、

出品のご↑-hh力をお願いいたします。

(申し込みは 3月 2日までにお願いいたしま

す。述絡先 倉34-2721 担当:佐藤)

4.当日は、食堂にで模擬底(うどん、生そば、

おしるこ)を開いていますので、ご利用下さい。
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揃
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と
沢
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の
需
要
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中は活気でホ力ホ力です。
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